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遠隔授業による ICT ツールを用いたグループディスカッション 
 
下尾 浩正＊＊，佐竹 卓彦＊＊＊，茂木 貴之＊＊＊ 
 
Group discussion using ICT tools under remote environment 
 
























































4/3 金 始業式 
4/6 月～10 金 対面授業（ICT ツール確認含む） 
4/13 月～17 金 遠隔授業準備期間 
4/20 月～5/8 金 遠隔授業 
5/11 月～6/7 日 遠隔授業延長 
6/8 月～28 日 遠隔授業再延長 




4/6 月 ガイダンス（対面授業） 
4/13 月 休講（遠隔実験準備のため） 
4/20 月～5/25 月 実験（遠隔授業）×5 
6/1 月 グループディスカッション 
6/8 月 アンケート 
6/8 月～6/22 月 休講×3 
6/29 月 実験（対面授業） 
 
*   原稿受付 令和 2 年 10 月 31 日 
**  佐世保工業高等専門学校 電気電子工学科 
*** 佐世保工業高等専門学校 技術室 
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分けて 3 段階で構成する 1,2)． 
ａ）．学生個人でディスカッションテーマに対する意
見を 3 つ考える（10 分間） 
ｂ）．グループで個人の意見をカテゴリ分けし，グル















流れを示した A4 用紙 1 枚のプリント（図 1）を配布
し，スタッフが簡単に全体の流れを口頭で説明した後，
学生はディスカッションテーマに対する個人の意見














を 1 枚の付箋紙に書き写し，意見を 3 枚準備する．
準備後，まとめ役を中心に大きな模造紙などを用いて，
個人の意見をカテゴリ分けし，ディスカッションを経
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議場 1 つに対し 1 台のコンピュータを割り当てるこ
とによって，スタッフはデイスカッション全体の進行









































数決をとり（図 5），クラスで 1 つの考えにまとめる． 
 
３．グループディスカッション事例 
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ョンは，2020（令和 2）年 6 月 1 日（月）9:00～11:00
に実施した．LMS は，Blackboard 社の Blackboard 
Learn を使用し，Web 会議システムは Microsoft 社







し，工学実験の班を基本とした 1 グループ 8～9 名構

















に示す．「提出期限を守る」の結論が#3 と#5 の 2 グ
ループ挙がったため，全体で 4 つの結論として，クラ
ス全体の考えにまとめるために多数決を採った結果，
「#1 定量的な考察」16 名，「#3,5 提出期限を守る」








ぼ変わらなかった（表 4）．両段階で ICT ツールの
使用トラブルが無かったことから，1 ヶ月半の遠隔授
表 4．ディスカッションの所要時間  
段階 予定[分] 所要時間[分] 
ａ）個人の意見 10 15 
ｂ）グループの結論 20 60 







表 5．各グループの結論  
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を確認するために，実施 1 週間後の 6 月 8 日（月）
に，LMS を使って，全 6 問のアンケート（表 6）を
行った．図 7 に Q1 と Q5 のアンケート結果を示す．
Q1 の結果より，94%の学生が参加できたと感じてい
る．Q2 の理由では，「意見を言えた・まとめた」15
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
Q5.ディスカッションはあった⽅が良い
か？
良い どちらともいえない 悪い
